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唐
代
の
斉
梁
体
・
斉
梁
格
詩

唐
代
、
と
り
わ
け
中
唐
以
降
、
劉
白
・
李
商
隠
・
温
庭
蒟
・
皮
陸
・

貫
休
な
ど
幾
ば
く
か
の
詩
人
が
「
斉
梁
体
」
、
「
斉
梁
格
」
な
る
詩

を
制
作
し
た
。
こ
れ
ら
の
詩
に
つ
い
て
は
鈴
木
修
次
氏
に
よ
る
論

孜
（
注
1
)

が
あ
り
、
基
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
既
に
明
か
に
さ
れ

て
い
る
が
、
鈴
木
論
文
に
は
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
を
加
え
る
余
地

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
唐
代
の
実

作
に
対
し
て
さ
ら
に
仔
細
な
分
析
と
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、

鈴
木
論
文
の
不
足
を
少
し
く
補
っ
て
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
斉
梁

体
・
斉
梁
格
詩
（
以
下
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
「
斉
梁
体
詩
」
で
代
表
さ
せ

る
）
を
よ
り
明
確
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

実
作
の
検
討
に
先
だ
ち
、
ま
ず
斉
梁
体
詩
が
唐
人
に
ど
の
よ
う

な
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
か
を
文
献
中
か
ら
探
っ
て
み
る
こ
と

に
す
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
斉
梁
体
詩
に
関
わ
る
言
説
の
歴
史

を
辿
る
際
、
総
じ
て
南
宋
・
厳
羽
の
『
愴
浪
詩
話
』
ま
で
渕
る
に
と

ど
ま
り
、
唐
代
に
は
斉
梁
体
詩
に
対
す
る
直
接
の
言
及
が
な
き
の

如
く
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
少
数
で
は
あ
る
も
の
の
、

唐
人
に
も
こ
の
詩
体
に
関
す
る
言
説
が
存
在
し
て
い
る
。

中
唐
期
、
元
白
文
学
集
団
の
重
要
な
構
成
員
の
ひ
と
り
で
あ
っ

た
李
紳
（
七
七
二
S
八
四
六
）
（
注
2
)
は
、
自
ら
の
詩
を
編
ん
だ
『
追

昔
源
集
』
の
序
文
（
『
全
唐
文
』
巻
六
九
四
）
の
冒
頭
、
次
の
よ
う
に

記
す
。
追
昔
粧
、
蓋
歎
逝
感
時
、
殺
於
悽
恨
而
作
也
。
或
長
句
、
或

五
言
、
或
雑
言
、
或
歌
（
注
3
)
、
或
柴
府
・
齊
梁
、
不
一
。
其
詞

乃
由
牽
思
所
隠
耳
。
（
『
追
昔
源
』
は
、
蓋
し
逝
く
を
歎
き
時

な

に
感
じ
、
悽
恨
よ
り
発
し
て
作
す
な
り
。
或
い
は
長
句
、
或

い
は
五
言
、
或
い
は
雑
言
、
或
い
は
歌
、
或
い
は
楽
府
・
斉
梁
、つ
づ

一
な
ら
ざ
る
な
り
。
其
の
詞
は
乃
ち
牽
か
る
る
思
い
に
由
り
属

る
所
な
る
の
み
。
）

李
紳
は
、
こ
の
詩
集
に
集
め
た
自
作
の
ジ
ャ
ン
ル
を
羅
列
す
る

中
で
、
「
斉
梁
」
を
そ
の
最
後
に
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
一
節
中
、
冒

加

藤

聰
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頭
の
「
長
句
」
か
ら
「
雑
言
」
ま
で
が
詩
の
形
式
に
限
定
し
た
分

類
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
以
下
、
「
歌
（
歌
行
）
」
、
「
楽
府
」

は
詩
の
表
現
内
容
に
ま
で
渉
る
概
念
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
こ
れ

ら
に
後
接
し
て
置
か
れ
る
「
斉
梁
」
は
、
単
に
形
式
上
の
み
な
ら

ず
そ
の
表
現
内
容
を
も
包
括
す
る
分
類
概
念
で
あ
る
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
こ
こ
か
ら
李
紳
の
斉
梁
体
詩
に
対
す
る
見
方
が
看
取
で
き

る
が
、
残
念
な
が
ら
、
李
紳
が
明
確
に
「
斉
梁
」
の
名
を
も
っ
て

命
じ
た
実
作
は
一
首
も
現
存
し
な
い
。

次
に
引
く
『
太
平
廣
記
』
巻
三
四
三
所
引
『
宣
室
志
』
は
、
晩

唐
期
、
張
読
（
八
三
四
／
五
ー
？
）
の
撰
。
元
和
初
年
、
主
人
公
陸

喬
は
古
の
大
詩
人
沈
約
ら
の
訪
問
を
う
け
、
そ
の
席
で
沈
約
の
娘
、

青
箱
の
作
っ
た
詩
が
近
体
詩
の
格
律
を
備
え
て
い
る
の
を
誇
っ
て

以
下
の
発
言
を
す
る
。

某
常
覧
昭
明
所
集
之
選
、
見
其
編
録
詩
旬
、
皆
不
拘
昔
律
、

謂
之
齊
梁
髄
。
自
唐
朝
沈
佳
期
・
宋
之
問
方
好
為
律
詩
、
宵
箱

之
詩
乃
炊
今
髄
、
何
也
。
（
某
常
に
昭
明
の
集
む
る
所
の
『
選
』

を
覧
、
其
の
編
録
せ
る
詩
句
を
見
る
に
、
皆
な
音
律
に
拘
わ

お
も

ら
ざ
れ
ば
、
之
れ
を
斉
梁
体
と
謂
う
。
唐
朝
沈
佳
期
・
宋
之

は
じ

問
自
り
こ
の
か
た
方
め
て
好
く
律
詩
を
為
す
に
、
青
箱
の
詩

な
ら

乃
ち
今
体
に
放
う
は
、
何
ぞ
や
。
）

こ
こ
で
は
「
斉
梁
体
」
を
、
沈
宋
が
近
体
詩
（
「
律
詩
」
、
「
今
体
」
）

の
韻
律
を
確
立
す
る
以
前
の
韻
律
に
拘
泥
し
な
い
詩
体
と
捉
え
、

『
文
選
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
詩
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
述

べ
る
。
こ
れ
は
斉
梁
体
を
近
体
詩
成
立
以
前
の
詩
の
格
律
と
認
識

す
る
例
で
あ
る
。

続
い
て
『
文
鏡
秘
府
論
』
に
見
え
る
言
及
を
挙
げ
よ
う
。
本
朝

弘
法
大
師
空
海
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
こ
の
書
は
、
既
に
侠
し
た
唐

代
の
各
種
詩
論
書
を
引
用
し
て
今
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
天
巻
「
調
整
」
に
引
か
れ
る
王
昌
齢
（
六

九

0
?
S
七
五
六
？
）
『
詩
格
』
（
注
4
)
に
は
、
「
斉
梁
調
詩
」
の
名
の

下
に
以
下
の
四
首
の
詩
を
列
挙
す
る
。

齊
梁
調
詩

張
謂
「
題
故
人
別
業
」
詩
曰
五
言
‘

平
子
蹄
田
慮
、
園
林
接
汝
潰
。
蕗
花
開
戸
入
、
喘
鳥
隔
窟
聞
。

池
浮
流
春
水
、
山
明
緻
審
雲
。
書
遊
俯
不
厭
、
乗
月
夜
尋
君
゜

何
遜
「
傷
徐
主
簿
」
詩
曰
五
言
‘

世
上
逸
露
士
、
人
間
徹
聰
賢
゜
畢
池
論
賞
託
、
蒋
遥
篤
周
旋
゜

又
曰
、
一
旦
僻
東
序
、
千
秋
送
北
邸
。
客
篇
雖
有
築
、
隣
笛
遂
還
傷
。

又
曰
、

提
琴
就
玩
籍
、
載
酒
覚
揚
雄
。
直
荷
行
睾
水
、
斜
柳
細
牽
風
。

興
膳
氏
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
詩
は
格
律
面
か
ら

斉
梁
調
を
説
明
す
る
意
図
を
も
っ
て
挙
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

（注
5
)
。
そ
こ
で
こ
の
四
首
に
韻
律
面
か
ら
分
析
を
加
え
て
み
る
こ
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と
に
す
る
（
注
6
)
o

平
仄
律
に
よ
っ
て
韻
律
を
分
析
す
る
と
、
何
遜
詩
第
一
首
の
第

二
句
目
に
拗
句
（
第
二
字
・
第
四
字
が
共
に
平
声
）
が
見
ら
れ
、
同
じ

く
第
三
首
の
頷
聯
・
頸
聯
間
に
失
粘
が
現
れ
る
ほ
か
は
、
平
仄
近
体

律
に
適
わ
な
い
箇
所
は
な
く
、
特
に
、
張
謂
詩
と
何
遜
詩
第
二
首

に
つ
い
て
は
、
韻
律
面
か
ら
見
て
完
全
な
近
体
詩
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
こ
の
平
仄
律
に
よ
る
分
析
結
果
か
ら
は

「
斉
梁
調
」
詩
を
格
律
面
か
ら
説
こ
う
と
す
る
こ
の
一
節
の
挙
例

の
意
図
は
明
確
に
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
同
じ
詩
を
四
声
律
に
よ
っ
て
分
析
し
て
み
る
と
、
注
目

す
べ
き
結
果
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
四
首
は
全
て
、
所
謂
八
病
説
の

声
病
で
あ
る
平
頭
・
上
尾
・
蜂
腰
・
鶴
膝
を
全
く
犯
す
こ
と
が
な
き
よ

う
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
分
析
結
果
か
ら
、
こ
の
詩

格
書
に
お
い
て
は
「
斉
梁
調
」
を
、
四
声
律
に
基
づ
く
声
病
を
犯

さ
な
い
格
律
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
看
て
取
れ
る
。

以
上
、
三
つ
の
例
を
挙
げ
て
唐
人
に
よ
る
斉
梁
体
詩
に
対
す
る

認
識
を
見
て
き
た
が
（
注
7
)
、
そ
の
捉
え
方
は
一
様
で
な
く
、
斉
梁

体
詩
を
そ
の
表
現
内
容
か
ら
規
定
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
韻
律
を

中
心
と
す
る
格
律
か
ら
定
義
す
る
の
か
さ
え
、
そ
の
揆
を
一
に
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
を
格
律
の
角
度
か
ら
見
る
場
合
で
も
、

前
掲
の
例
の
う
ち
『
宣
室
志
』
が
、
唐
代
に
入
っ
て
確
立
し
た
近

体
詩
韻
律
か
ら
逆
照
射
す
る
か
た
ち
で
、
平
仄
律
に
基
づ
い
て
斉

梁
体
を
認
識
し
て
い
る
の
に
対
し
、
『
詩
格
』
で
は
、
斉
梁
期
に
そ

の
隆
盛
を
み
た
四
声
律
の
立
場
に
立
っ
て
「
斉
梁
調
」
を
説
明
し

よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
見
方
は
異
な
る
。

斉
梁
体
詩
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
宋
代
以

降
の
言
及
を
追
っ
て
み
て
も
そ
の
不
統
一
が
看
取
で
き
る
。
た
と

え
ば
、
南
宋
・
厳
羽
の
『
消
浪
詩
話
』
詩
個
に
見
え
る
一
節
「
以
時

而
論
、
則
有
建
安
罷
、
…
（
中
略
）
…
永
明
髄
齊
年
購
齊
諸
侯
之
詩
‘
齊

梁
證
通
雨
朝
而
言
之
、
南
北
朝
髄
通
魏
周
而
言
之
。
典
齊
梁
個
一
也
°
…
（
綾

略
）
」
は
、
さ
き
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
斉
梁
体
詩
を
論
ず
る
際
先

ず
引
か
れ
る
代
表
的
言
説
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
清

の
凋
班
が
『
鈍
吟
雑
録
』
厳
氏
糾
謬
に
お
い
て
、
「
（
器
）
…
自
永
明

至
唐
初
、
皆
齊
梁
個
也
。
至
沈
佳
期
・
宋
之
問
嬰
為
新
罷
、
整
律
盆

厳
謂
之
律
詩
。
…
（
中
略
）
…
若
明
朔
詩
謄
、
嘗
五
齊
梁
個
創
於
沈
・

謝
、
南
北
相
俯
、
以
至
盾
景
雲
龍
紀
始
嬰
為
律
罷
」
と
斉
梁
体
詩

を
「
律
詩
」
、
「
律
体
」
に
対
応
す
る
存
在
と
し
て
、
す
な
わ
ち
格

律
の
面
か
ら
解
釈
し
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
同
じ
く
清
人
で
あ

る
挑
範
が
『
援
鶉
堂
筆
記
』
中
で
、
「
稲
齊
梁
髄
者
、
以
綺
艶
及
詠

物
之
繊
麗
也
」
と
詩
の
表
現
面
か
ら
そ
れ
を
説
明
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
は
そ
の
好
例
で
あ
ろ
う
。
格
律
面
か
ら
斉
梁
体
詩
を
論
じ

よ
う
と
す
る
立
場
は
、
他
に
清
・
銭
良
択
『
唐
昔
審
体
』
齊
梁
体
論

の
「
陳
拾
逍
典
沈
・
宋
・
王
・
楊
・
鷹
．
賂
時
代
相
同
、
諸
家
皆
有
律
詩
、

蓋
沈
・
宋
偶
之
。
古
詩
止
拾
逍
獨
撞
、
餘
皆
齊
梁
格
也
」
と
い

(117) 
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辞
な
ど
に
も
見
ら
れ
、
趙
執
信
『
整
調
譜
』
、
蓄
輩
『
整
調
譜
拾
遺
』

等
の
清
人
の
著
作
に
見
ら
れ
る
斉
梁
体
詩
解
釈
は
、
こ
の
面
を
突

き
詰
め
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
た
と
え
ば
「
格
」
字
が
、
一
方
で
則
る
べ
き
標
準
を

意
味
し
（
『
證
記
』
細
衣
「
言
有
物
而
行
有
格
」
鄭
玄
注
「
格
、
倍
法
也
」
）
、

他
方
で
格
調
や
気
品
を
表
す
（
『
文
心
離
龍
』
議
針
「
亦
各
有
美
、
風

格
存
焉
」
）
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
「
体
」
、
「
格
」
そ
れ
ぞ
れ
が
格
律

と
表
現
内
容
両
面
に
渉
る
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
以

上
、
斉
梁
体
・
斉
梁
格
詩
を
考
察
し
定
義
す
る
際
、
そ
の
ど
ち
ら
か

一
面
に
偏
っ
た
見
方
を
す
る
の
は
正
し
い
姿
勢
で
あ
る
と
は
言
え

な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
点
で
、
清
の
李
鉄
『
詩
法
易
簡
録
』
巻
三
が

「
齊
梁
髄
為
唐
律
所
自
出
、
乃
由
古
入
律
之
間
。
既
異
古
調
、
又

未
成
律
、
故
別
為
一
格
。
…
（
中
略
）
…
其
詩
有
平
仄
而
乏
粘
聯
、
其

句
中
調
叶
平
仄
亦
在
辣
密
之
間
」
と
こ
れ
を
平
仄
に
よ
る
格
律
に

帰
納
し
て
定
義
す
る
一
方
で
、
ま
た
「
風
韻
色
澤
在
六
朝
艶
龍
中

自
是
檀
場
、
非
唐
人
香
脈
髄
所
能
逮
及
。
學
者
亦
嘗
於
風
韻
色
澤

中
求
之
、
非
但
作
一
不
粘
之
律
詩
、
遂
可
名
齊
梁
愉
也
」
と
「
風

韻
色
沢
」
と
い
う
表
現
上
の
風
格
に
も
こ
の
詩
の
構
成
要
素
が
存

す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
公
平
な
見

方
で
あ
る
と
い
え
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
唐
代
に
お
け
る
斉
梁
体
詩
が
い
か
な
る
も
の

で
あ
る
か
を
考
察
す
る
際
、
我
々
は
ま
ず
唐
人
の
実
作
に
即
し
て
、

格
律
、
表
現
内
容
の
両
面
か
ら
こ
れ
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
以
下
、
そ
の
点
に
注
意
し
な
が
ら
、
唐
詩
中
に
見
え
る
斉
梁

体
詩
を
挙
げ
つ
つ
、
具
体
的
に
分
析
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

こ
の
節
で
は
、
『
全
唐
詩
』
（
北
京
中
華
書
局
排
印
本
・
九
九
二
第

五
刷
）
を
本
文
と
し
て
用
い
、
詩
題
及
び
そ
の
注
に
「
斉
梁
体
」
、

「
斉
梁
格
」
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る
表
記
が
あ
る
五
言
詩
を
順
次

挙
げ
て
そ
の
性
格
を
検
討
し
て
ゆ
く
（
注
8
)
o

格
律
面
に
つ
い
て
鈴
木
論
文
は
、
一
部
の
詩
に
対
し
て
平
仄
律

に
よ
る
韻
律
調
査
の
結
果
を
示
す
が
、
そ
れ
は
概
ね
各
句
節
奏
点

（
第
二
字
と
第
四
字
）
の
平
仄
を
示
し
て
近
体
詩
韻
律
へ
の
合
不
合

を
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
韻
律
を
構
成
す
る
個
別
の
格
律
に
対
す

る
詳
細
な
検
討
を
欠
い
て
い
る
。
ま
た
斉
梁
期
は
、
沈
約
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
四
声
律
に
基
づ
く
声
病
説
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ

た
時
期
で
あ
り
、
そ
の
時
代
の
名
を
冠
す
る
詩
体
を
考
察
す
る
に

際
し
て
は
、
四
声
律
に
よ
る
韻
律
調
査
も
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い

と
考
え
る
（
注
9
)
0

挙
例
の
直
後
に
は
、
一
首
毎
に
、
そ
の
韻
律
を
平
仄
律
・
四
声
律

に
よ
っ
て
調
査
分
析
し
た
結
果
を
、
そ
れ
ぞ
れ
▽
・
▼
の
記
号
の
下

に
表
示
す
る
こ
と
と
す
る
（
注
1
0
)
0
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苓
参
（
七
一
五
？
S
七
七
O
)

「
夜
過
盤
石
隔
河
望
永
柴
寄
闇
中
放
齊
梁
罷
」
（
巻
二
0
0
)
 

盈
盈
一
水
隔
、
寂
寂
二
更
初
。
波
上
思
羅
機
、
魚
邊
憶
素
書
。

月
如
眉
已
書
、
雲
似
饗
新
椋
。
春
物
知
人
意
、
桃
花
笑
索
居
。

▽
な
し

▼
鶴
膝

(
1
.
3
/
5
.
7
)

中
唐
以
降
に
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
斉
梁
体
詩
の
時
代
分
布

に
お
い
て
、
盛
唐
詩
人
で
あ
る
苓
参
の
こ
の
作
品
は
全
唐
詩
中
で

も
孤
立
し
た
存
在
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
平
仄
律
に
お
い
て
完
全

な
律
体
詩
で
あ
っ
て
、
対
句
の
作
法
も
ま
た
律
詩
の
体
を
な
し
て

お
り
、
四
部
叢
刊
（
二
次
印
）
本
『
本
嘉
州
詩
』
（
明
正
徳
十
五
年
済

南
刊
本
）
で
も
巻
三
「
五
言
律
詩
」
の
部
に
こ
の
作
品
を
収
載
す

る
。
ま
た
、
四
声
律
に
よ
る
韻
律
も
こ
の
時
代
の
大
勢
に
沿
っ
て

い
て
、
四
声
律
に
対
す
る
特
段
の
配
慮
は
見
ら
れ
ず
（
注
ll)
、
概
し

て
格
律
面
か
ら
は
律
詩
と
区
別
さ
れ
う
る
斉
梁
体
の
特
徴
を
見
出

せ
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
作
品
の
斉
梁
体
た
る
所
以
は
、
格
律
面

で
は
な
く
そ
の
表
現
内
容
に
よ
る
の
で
あ
る
。
長
安
よ
り
の
帰
途
、

自
分
の
帰
り
を
待
つ
妻
に
寄
せ
た
こ
の
詩
で
は
、
特
に
妻
の
姿
を

描
き
出
し
た
中
間
聯
に
お
い
て
斉
梁
艶
情
詩
の
風
格
が
色
濃
い
。

『
瀧
奎
律
髄
』
風
懐
類
に
採
ら
れ
る
こ
の
詩
に
対
し
、
凋
班
の
「
中

四
句
覚
用
四
物
、
若
出
自
今
人
、
定
謂
之
板
也
」
と
い
う
評
を
承

け
て
、
紀
向
が
「
中
四
句
本
為
小
巧
、
然
題
自
明
『
炊
齊
梁
髄
』
、

則
覚
以
齊
梁
儒
論
、
不
以
盛
盾
法
論
芙
。
文
各
有
證
、
言
各
有
嘗
、

不
以
一
例
拘
也
」
（
『
盪
奎
律
髄
彙
評
』
巻
七
）
と
評
す
る
の
も
、
こ

の
詩
が
表
現
の
上
で
斉
梁
体
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ

る。
白
居
易
（
七
七
二
S
八
四
六
）

「
九
日
代
羅
奨
二
妓
招
舒
著
作
齊
梁
格
」
（
巻
四
四
四
）

羅
敷
緻
雙
袂
、
奥
姫
猷
一
杯
。
不
見
舒
員
外
、
秋
菊
為
誰
開
。

▽
失
対

(
3
.
4
)
失
粘

(
2
.
3
)

＞
蜂
腰
(
3
)
鶴
膝
（
1
．3
)

鈴
木
論
文
に
は
こ
の
作
品
を
挙
げ
な
い
。
南
宋
紹
興
刊
本
（
巻

二
―
)
、
那
波
本
（
巻
五
一
）
共
に
「
格
詩
・
歌
行
・
雑
体
」
の
部
に

分
類
し
、
朱
金
城
『
白
居
易
集
箋
校
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
・
一
九
八

八
）
巻
ニ
―
は
、
大
和
六
（
八
三
二
）
年
白
居
易
六
十
一
歳
の
時
の

作
と
す
る
。

こ
の
詩
を
分
析
す
る
に
、
平
仄
律
で
は
、
句
単
位
の
律
は
適
っ

て
い
る
も
の
の
、
対
法
と
粘
法
に
つ
い
て
韻
律
を
は
ず
し
て
い
る
。

ま
た
、
四
声
律
に
関
し
て
は
特
に
目
立
っ
た
特
徴
は
な
い
と
い
え

る
。
こ
の
詩
は
妓
女
と
の
宴
の
最
中
、
友
人
を
呼
び
出
そ
う
と
彼

女
た
ち
に
代
わ
っ
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
表
現
上
も
妓
女
を
描

い
た
冒
頭
二
句
は
斉
梁
の
艶
詩
風
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、

こ
の
詩
に
つ
い
て
の
「
斉
梁
格
」
は
、
平
仄
近
体
律
を
対
法
・
粘
法
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で
は
ず
し
た
格
律
面
、
艶
や
か
な
妓
女
を
描
い
た
表
現
面
双
方
か

ら
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

白
居
易
「
洛
陽
春
贈
劉
李
二
賓
客
齊
梁
格
」
（
巻
四
五
二
）

水
南
冠
蓋
地
、
城
東
桃
李
園
。
雪
消
洛
陽
堰
、
春
入
永
通
門
。

淑
景
方
瞑
瞑
、
遊
人
梢
喧
喧
。
年
豊
酒
漿
賤
、
日
晏
歌
吹
繁
゜

中
有
老
朝
客
、
華
髪
映
朱
軒
。
従
容
三
雨
人
、
藉
草
開
一
尊
。

尊
前
春
可
惜
、
身
外
事
勿
論
。
明
日
期
何
関
、
杏
花
遊
趙
村
。

▽
拗
句

(
3
/
5
/
6
/
7
/
8
/
1
2
/
1
4
)
失
対

(
1
.
2

/
9
.
1
0
)
失
粘

(
1
0
.
1
1
/
1
2
.
1
3
)

▼
平
頭

(
1
.
2
)
上
尾

(11.12)

劉
萬
錫
（
七
七
二

S
八
四
二
）

「
和
柴
天
洛
城
春
齊
梁
謄
八
韻
」
（
巻
三
五
五
）

帝
城
宜
春
入
、
遊
人
喜
意
長
。
草
生
季
倫
谷
、
花
出
莫
愁
坊
。

断
雲
殺
山
色
、
軽
風
渫
水
光
。
槻
前
戯
馬
地
、
樹
下
闊
維
場
。

白
頭
自
為
侶
、
緑
酒
亦
渦
熊
。
播
園
観
種
植
、
謝
壁
閲
池
塘
。

至
聞
似
隠
逸
、
過
老
不
悲
傷
。
相
問
焉
功
徳
、
銀
黄
遊
故
郷
。

▽
拗
句

(
1
/
3
/
5
/
9
/
1
0
/
1
6
)
失
対

(
1
.
2
/
5
.

6
)
失
粘

(
4
.
5
/
8
.
9
/
1
0
.
1
1
/
1
2
.
1
3
)

▼
平
頭

(
1
.
2
/
5
.
6
/
9
.
1
0
)
鶴
膝

(
1
.
3
/
1
3
.
1
5
)

白
居
易
の
作
に
劉
萬
錫
が
和
し
た
一
対
の
作
品
で
あ
る
。
白
詩

は
そ
の
別
集
に
お
い
て
、
宋
本
（
巻
二
九
）
、
那
波
本
（
巻
六
二
）
共

に
「
律
詩
」
の
部
に
収
載
す
る
。
朱
金
城
前
掲
書
巻
二
九
は
こ
の

詩
を
開
成
二
（
八
三
七
）
年
の
作
と
し
、
詩
題
に
見
え
る
「
李
賓
客
」

と
は
李
初
叔
で
あ
る
と
す
る
が
、
こ
れ
に
和
し
た
李
仇
叔
の
作
品

は
残
ら
な
い
。

さ
て
、
こ
の
詩
の
格
律
上
の
特
色
は
、
平
仄
律
に
お
け
る
拗
句

が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
白
居
易
の
前
掲
作
は
対
法
・

粘
法
を
は
ず
す
こ
と
で
格
律
上
の
特
徴
を
産
み
出
し
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
こ
こ
に
お
い
て
は
さ
ら
に
進
ん
で
句
単
位
の
律
を
も
は

ず
そ
う
と
い
う
試
み
が
見
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
平
仄
近
体
律
は
、

ま
ず
句
単
位
の
律
（
具
体
的
に
は
第
二
字
・
第
四
字
の
平
仄
交
換
）
を
と

と
の
え
る
事
か
ら
そ
の
整
備
が
始
ま
り
、
句
単
位
の
律
を
聯
に
（
対

法
）
、
聯
単
位
の
律
を
一
首
全
体
に
（
粘
法
）
と
順
を
追
っ
て
押
し

広
げ
た
結
果
そ
の
完
成
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
歴
史
的
事
実

と
し
て
は
、
五
世
紀
末
斉
永
明
期
以
降
拗
句
は
激
減
し
、
六
朝
末

期
に
は
殆
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
ま
で
に
至
る
（
注
12)
。
そ
の
意
味
で

こ
こ
で
の
白
居
易
は
、
斉
梁
期
か
ら
さ
ら
に
遡
っ
て
平
仄
近
体
律

を
解
体
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
さ
え
見
え
る
。
た
だ
、
こ
の
詩
が

古
詩
と
の
境
目
を
か
ろ
う
じ
て
踏
み
越
え
て
い
な
い
の
は
、
拗
句

の
多
さ
に
比
し
て
失
対
・
失
粘
が
少
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
る
だ
ろ

う
。
劉
萬
錫
の
和
篇
は
平
仄
律
の
面
で
殆
ど
白
居
易
の
作
品
を
襲

っ
た
か
た
ち
で
作
ら
れ
て
い
る
が
、
失
粘
の
箇
所
を
増
や
し
て
い

る
点
に
彼
な
り
の
ア
レ
ン
ジ
が
看
て
取
れ
る
。
四
声
律
に
関
し
て
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は
、
白
居
易
作
品
で
永
明
期
以
降
の
作
品
で
は
皆
無
に
近
く
な
っ

た
上
尾
が
犯
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
特
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
形
跡
は

見
ら
れ
な
い
。

で
は
、
詩
の
内
容
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
白
詩
は
洛

陽
の
春
の
光
景
と
悠
閑
た
る
自
ら
の
意
を
叙
べ
て
お
り
、
斉
梁
詩

の
風
格
は
特
に
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
和
し
た
劉
詩
に
は
三
•
四

聯
目
な
ど
に
鮮
や
か
な
風
景
描
写
が
見
ら
れ
は
す
る
も
の
の
、
こ

れ
も
唐
詩
の
風
格
を
大
き
く
は
ず
れ
て
は
い
な
い
と
い
え
よ
う
。

以
上
を
ま
と
め
る
に
、
劉
白
に
よ
る
こ
の
斉
梁
体
詩
で
は
、
格

律
面
、
特
に
平
仄
律
に
よ
る
拗
句
を
多
用
す
る
と
い
う
点
に
そ
の

特
徴
が
見
ら
れ
る
と
い
え
る
。

李
商
隠
（
八
一
三
？
＼
八
五
八
）

「
齊
梁
睛
雲
」
（
巻
五
四
O
)

緩
逐
煙
波
起
、
如
炉
柳
縣
瓢
。
故
臨
飛
閣
度
、
欲
入
回
跛
蛸
゜

榮
歌
憐
蜜
扇
、
散
景
弄
柔
條
。
更
奈
天
南
位
、
牛
渚
宿
残
宵
゜

▽
失
対

(
1
.
2
/
7
.
8
)
失
粘

(
2
.
3
/
4
.
5
)
平
三

連

(
4
)

▼
蜂
腰

(
7
)
鶴
膝

(
5
.
7
)

李
商
隠
唯
一
の
斉
梁
体
詩
で
あ
る
こ
の
作
品
は
、
四
部
叢
刊
本

『
李
義
山
詩
集
』
（
明
嘉
靖
本
）
で
は
巻
三
「
五
言
古
詩
」
に
分
類

さ
れ
る
。
平
仄
律
の
格
律
面
か
ら
分
析
を
加
え
る
と
、
こ
の
詩
で

は
句
単
位
で
は
全
て
律
句
を
構
成
し
な
が
ら
、
近
体
詩
韻
律
形
成

過
程
の
次
の
段
階
で
あ
る
対
法
と
粘
法
に
関
し
て
そ
れ
を
は
ず
し

て
い
る
。
こ
の
う
ち
特
に
聯
単
位
の
対
法
に
つ
い
て
は
、
六
世
紀

後
半
に
は
ほ
ぼ
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
（
注
13)
、
鈴
木
氏

の
「
李
商
隠
の
場
合
の
『
斉
梁
体
』
は
、
か
な
り
律
詩
に
近
い
変

形
律
で
あ
る
が
」
（
四
四
三
頁
）
と
い
う
指
摘
は
あ
た
ら
な
い
。
四

声
律
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
配
慮
が
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
内
容

面
で
は
、
雲
の
貌
と
そ
の
行
く
先
を
き
ら
び
や
か
な
措
辞
を
も
っ

て
描
き
出
し
て
お
り
、
正
し
く
斉
梁
の
詩
風
を
継
承
発
展
さ
せ
て

い
る
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。
総
じ
て
見
る
と
、
こ
の
詩
に
お
け
る

斉
梁
体
の
特
色
は
、
先
に
挙
げ
た
白
詩
「
九
日
代
羅
奨
二
妓
招
舒

著
作
」
に
類
似
し
て
い
る
。

温
庭
箔
（
八
―
二
？
S
八
七
0
?
）

「
邊
茄
曲
一
作
齊
梁
證
（
注
14)
」
（
巻
五
七
七
）

朔
管
迎
秋
動
、
離
陰
雁
来
早
。
上
郡
隠
黄
雲
、
天
山
吹
白
草
。

噺
馬
悲
寒
碩
、
朝
陽
照
霜
堡
。
江
南
戌
客
心
、
門
外
芙
蓉
老
。

▽
拗
句

(
2
/
6
)
失
粘

(
2
.
3
/
4
.
5
)

▼
な
し

「
侠
客
行
一
作
齊
梁
證
」
（
巻
五
七
七
）

欲
出
鴻
都
門
、
陰
雲
蔽
城
関
。
賓
剣
開
如
水
、
微
紅
湮
餘
血
。

白
馬
夜
頻
驚
、
三
更
覇
陵
雪
。
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▽
拗
句

(
2
/
4
/
6
)
失
粘

(
2
.
3
/
4
.
5
)
平
三
連

(
1
)
 

▼
な
し

こ
こ
で
は
ま
ず
、
全
六
首
あ
る
温
庭
蒟
の
五
言
斉
梁
体
詩
の
う

ち
、
最
初
の
二
首
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
平
仄
律
の
面
か
ら
格
律

を
見
て
み
る
と
、
こ
の
二
首
に
は
共
に
二

S
三
箇
所
の
拗
句
と
ニ

箇
所
の
失
粘
が
存
在
す
る
と
い
う
同
様
の
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
両
詩
が
共
に
仄
声
押
韻
詩
で
あ
る

と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
近
体
詩
韻
律
確
立
の
後
、
仄
韻
詩
は
そ
の

殆
ど
が
古
詩
で
占
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
斉
梁
期
に
あ
っ

て
は
仄
韻
の
詩
は
む
し
ろ
広
く
行
わ
れ
て
い
た
（
注
15)
。
こ
こ
に
挙

げ
た
二
首
が
仄
声
で
押
韻
し
、
さ
ら
に
四
声
律
で
い
か
な
る
声
病

を
も
犯
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
は
、
こ
こ
で
は
斉
梁
体
詩
が
、

四
声
律
に
よ
る
声
病
理
論
を
反
映
し
、
加
え
て
仄
声
押
韻
と
い
う

斉
梁
期
の
実
作
に
即
し
た
格
律
を
も
つ
詩
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
鈴
木
論
文
で
は
、
文
宗
開
成
二
（
八
三
七
）
年
の
省

試
に
お
い
て
「
斉
梁
体
格
」
に
よ
る
「
寛
裳
羽
衣
曲
」
が
課
題
詩

と
し
て
出
題
さ
れ
た
こ
と
が
直
接
の
刺
激
と
な
っ
て
、
文
学
者
の

間
で
斉
梁
体
詩
の
制
作
が
流
行
し
た
と
論
ず
る
（
注
16)
。
そ
の
根
拠

と
な
る
『
雲
硲
友
議
』
等
資
料
の
詳
細
に
つ
い
て
は
煩
雑
を
避
け

て
今
は
挙
げ
ず
、
鈴
木
論
文
に
譲
る
こ
と
と
す
る
が
、
鈴
木
氏
の

指
摘
す
る
と
お
り
、
斉
梁
体
詩
の
作
者
の
一
人
で
あ
る
李
商
隠
は

こ
の
年
の
進
士
で
あ
り
、
前
掲
の
劉
白
の
唱
和
も
こ
の
時
期
の
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
確
か
に
そ
の
影
響
関
係
は
否
定
で
き
な
い
。

た
だ
、
鈴
木
論
文
が
見
落
と
し
て
い
た
白
居
易
の
も
う
一
首
の
斉

梁
体
詩
「
九
日
代
羅
奨
二
妓
招
舒
著
作
」
が
開
元
二
年
に
先
立
つ

作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
唐
に
お
け
る
斉
梁
体

詩
の
制
作
の
契
機
と
し
て
、
こ
の
年
の
省
試
詩
が
「
直
接
の
刺
激
」

に
な
っ
た
と
ま
で
は
言
い
切
れ
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
省

試
詩
「
寛
裳
羽
衣
曲
」
と
よ
り
深
い
影
響
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
詩
が
別
の
唐
人
の
斉
梁
体
詩
の
中
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と

も
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
明
か
に
す
る
た
め
に

ま
ず
、
こ
の
省
試
詩
の
韻
律
を
、
こ
の
年
の
状
元
、
李
肱
の
現
存

詩
に
よ
っ
て
分
析
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
（
今
、
本
文
は
『
文
苑
英

華
』
巻
―
四
八
に
よ
る
）
。

李
肱
「
寛
裳
羽
衣
曲
」

開
元
太
平
時
、
萬
國
賀
豊
歳
。
李
園
猷
晉
曲
、
玉
座
流
新
製
。

鳳
管
遁
参
差
、
霞
衣
競
揺
曳
。
宴
罷
水
殿
空
、
聟
餘
春
草
細
゜

逢
壺
事
已
久
、
仙
薬
功
無
替
。
誰
肯
聴
逍
昔
、
聖
明
知
善
紺
゜

▽
拗
句

(
1
/
7
)
失
粘

(
2
.
3
/
6
.
7
)

＞
蜂
腰

(
4
)
鶴
膝

(
5
.
7
)

こ
の
結
果
を
先
程
挙
げ
た
温
庭
箔
の
二
首
と
比
較
し
て
も
ら
い
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た
い
。
平
仄
律
に
お
け
る
拗
句
と
失
粘
の
存
在
、
仄
声
押
韻
の
詩

で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
四
声
律
で
の
声
病
違
犯
が
六
聯
十
二
句
の

詩
と
し
て
は
比
較
的
少
数
に
と
ど
ま
る
こ
と
、
加
え
て
「
邊
茄
曲
」
、

「
侠
客
行
」
、
「
寛
裳
羽
衣
曲
」
と
い
う
楽
府
・
歌
行
系
の
標
題
と

内
容
（
注
17)
。
こ
れ
ら
が
こ
の
三
首
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
の
は
、

果
た
し
て
偶
然
で
あ
ろ
う
か
（
注
18)0

温
庭
蒟
「
春
日
一
作
齊
梁
證
」
（
巻
五
七
七
）

柳
岸
杏
花
稀
、
梅
梁
乳
燕
飛
。
美
人
鸞
鏡
笑
、
噺
馬
雁
門
蹄
。

楚
宮
雲
影
薄
、
登
城
心
賞
違
。
従
来
千
里
恨
、
邊
色
渦
戎
衣
゜

▽
失
対

(
5
.
6
)
失
粘

(
4
.
5
)

▼
平
頭

(
5
.
6
)

「
詠
瀕
一
作
齊
梁
證
」
（
巻
五
七
七
）

毛
羽
緻
愁
翠
、
黛
嬌
摺
諧
春
。
恨
容
偏
蕗
涙
、
低
態
定
思
人
。

枕
上
夢
随
月
、
扇
邊
歌
遠
塵
。
玉
鉤
鸞
不
住
、
波
棧
石
憐
憐
。

▽
な
し

▼
鶴
膝

(
1
.
3
)

「
太
子
西
池
二
首
一
作
齊
梁
個
」
（
巻
五
七
七
）

梨
花
雪
堅
枝
、
鶯
囀
柳
如
絲
。
瀬
逐
股
成
眺
、
春
融
夢
覺
遅
。

饗
軽
全
作
影
、
瀕
棧
未
成
眉
゜
莫
信
張
公
子
、
窟
間
断
暗
期
。

▽
な
し

▼
鶴
膝

(
5
.
7
)

花
紅
蘭
紫
埜
、
愁
草
雨
新
睛
。
柳
占
三
春
色
、
鶯
倫
百
鳥
整
。

日
長
嫌
賛
重
、
風
暖
覺
衣
軽
。
薄
暮
香
塵
起
、
長
楊
落
照
明
。

▽
な
し

＞
な
し

続
い
て
、
残
り
四
首
の
温
庭
箔
五
言
斉
梁
体
詩
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
韻
律
に
つ
い
て
、
最
初
の
一
首
「
春
日
」
の
み
に
失
対
・
失

粘
と
い
っ
た
平
仄
近
体
律
上
の
破
格
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の

詩
に
つ
い
て
は
平
仄
律
上
完
全
な
律
詩
を
構
成
し
て
お
り
、
中
間

聯
の
対
伎
に
つ
い
て
も
問
題
な
い
。
表
現
に
つ
い
て
見
る
と
、
ど

の
詩
も
斉
梁
詩
の
艶
美
た
る
風
格
を
備
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特

に
、
平
仄
近
体
律
を
満
た
し
て
い
る
後
の
三
首
に
つ
い
て
は
、
そ

の
表
現
内
容
こ
そ
が
斉
梁
体
を
規
定
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
こ
の
節
冒
頭
で
検
討
を
加
え
た
苓
参
の
斉
梁
体
詩
に
も

通
ず
る
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
鈴
木
氏
が
「
（
中
唐
期
以
降
の
）

『
斉
梁
体
』
『
斉
梁
格
』
は
、
全
て
例
外
な
く
、
『
格
律
』
の
上
か

ら
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
『
風
格
』
に
お
い
て
『
斉
梁
体
』
を
い
う

客
参
の
例
は
、
唐
詩
に
お
い
て
他
に
類
例
を
求
め
ら
れ
な
い
、
孤

立
し
た
一
例
で
あ
る
に
と
ど
ま
る
。
」
（
四
三
九
頁
）
と
い
う
の
は
検

討
不
足
で
あ
る
。
ま
た
、
韻
律
を
四
声
律
の
面
か
ら
み
た
時
、
こ

の
四
首
は
比
較
的
声
病
を
避
け
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え

る
。
既
に
見
た
二
首
を
合
わ
せ
て
考
え
て
も
、
温
庭
蒟
の
斉
梁
体

詩
は
四
声
律
に
注
意
を
払
う
と
い
う
特
徴
を
も
持
っ
て
い
る
と
結
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曹
鄭
（
生
卒
年
未
詳
）

「
審
後
作
齊
梁
謄
」
（
巻
五
九
三
）

新
審
辮
草
木
、
晩
塘
明
衣
衿
。
乳
燕
不
蹄
宿
、
雙
雙
飛
向
林
。

微
照
露
花
影
、
軽
雲
浮
萎
陰
。
無
人
可
招
隠
、
盛
日
登
山
吟
゜

▽
拗
句

(
1
/
2
)
失
粘

(
2
.
3
/
4
.
5
)
平
三
連

(
2

/
8
)
 

▼
鶴
膝

(
1
.
3
/
5
.
7
)

曹
郡
は
そ
の
生
卒
年
が
詳
ら
か
で
は
な
い
が
ー
大
中
四
（
八
五

O
)
年
の
進
士
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
『
唐
才
子
偲
』
巻
七
）
。

そ
の
斉
梁
体
詩
は
、
格
律
面
で
は
平
仄
律
を
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル

で
自
由
に
は
ず
し
て
い
る
点
に
特
徴
を
求
め
ら
れ
、
中
間
聯
の
謝

眺
風
の
清
新
な
表
現
と
相
侯
っ
て
、
そ
の
性
格
を
規
定
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

貫
休
（
八
三
二
S
九
―
二
）

「
擬
齊
梁
酬
所
知
見
贈
二
首
」
（
巻
八
二
七
）

静
只
焚
香
坐
、
詠
懐
悲
歳
蘭
゜
佳
人
忽
有
贈
、
涌
手
紅
浪
汗
゜

不
獨
耀
肌
塊
、
将
行
為
羽
翰
゜
酬
如
上
宵
田
、
風
雪
空
漫
漫
゜

▽
拗
句
(
7
)
平
三
連

(
4
/
8
)

▼
上
尾

(
7
.
8
)
鶴
膝

(
1
.
3
)
蜂
腰

(
5
)

論
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

「
同
其
二
」
（
五
言
十
句
）

▽
拗
句

(
4
/
6
/
7
/
8
/
9
)
失
対

(
1
.
2
/
5
.
6

/
7
.
8
)
失
粘

(
6
.
7
/
8
.
9
)
平
三
連

(10)

▼
上
尾

(
3
.
4
/
5
.
6
/
9
.
1
0
)
蜂
腰
（
7
）

「
間
居
擬
齊
梁
四
首
」
（
巻
八
二
七
）

夜
雨
山
草
滋
、
爽
籟
生
古
木
。
聞
吟
竹
仙
偶
、
消
於
哨
金
玉
。

銹
蝉
暗
壊
騰
、
荀
免
悲
局
促
。
道
人
優
曇
花
、
追
追
遠
山
緑
。

▽
拗
句
（
す
べ
て
）
失
対
（
す
べ
て
）
失
粘
（
す
べ
て
）

▼
平
頭

(
3
.
4
/
5
.
6
)
上
尾

(
3
.
4
)
鶴
膝

(
5
.
7
)

「
同
其
二
」
（
五
言
八
句
）

▽
拗
句

(
2
/
7
)
失
粘

(
4
.
5
)
平
三
連

(
4
/
6
)

▼
上
尾

(
4
.
5
/
7
.
8
)
鶴
膝

(
1
.
3
)

「
同
其
三
」
（
五
言
八
句
）

▽
拗
句

(
2
/
3
/
6
/
7
/
8
)
失
粘

(
4
.
5
)

▼
上
尾

(
3
.
4
)

「
同
其
四
」
（
五
言
十
句
）

▽
拗
句

(
2
/
3
)
失
対

(
7
.
8
)
失
粘

(
2
.
3
/
4
.
5
)

平
三
連

(10)
換
韻

(
1
S
4
/
5
S
l
o
)

▼
平
頭

(
7
.
8
)
鶴
膝

(
1
.
3
)

「
擬
齊
梁
個
寄
凋
使
君
三
首
」
（
巻
八
二
七
）

庭
鳥
多
好
昔
、
相
呼
灌
木
中
。
竹
房
更
何
有
、
還
如
鳥
巣
空
゜

頼
逢
富
人
侯
、
惧
東
晉
謝
公
。
燻
燻
殺
令
姿
、
珂
城
鳴
丁
冬
。
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故
山
有
深
霞
、
未
如
施
旗
紅
゜
漸
非
衛
雷
松
、
何
以
常
清
風
。

▽
拗
句

(
1
/
3
/
5
)
失
対

(
5
.
6
)
失
粘

(
4
.
5
/

8
.
9
/
1
0
.
1
1
)
平
三
連

(
8
.
1
0
.
1
2
)
上
平
一
東
・
ニ
冬

通
押

▼
平
頭

(
5
.
6
)
上
尾
（
1

．2
/
5
.
6
/
7
.
8
/
9
.
1
0

/
1
1
.
1
2
)
鶴
膝

(
5
.
7
/
9
.
1
1
)

「
同
其
二
」
（
五
言
八
句
）

▽
拗
句

(
4
/
5
/
8
)
失
粘

(
2
.
3
)去
声
一
四
泰
•
一

八
隊
・
一
九
代
通
押

▼
平
頭

(
1
.
2
)
鶴
膝

(
5
.
7
)

「
同
其
三
」
（
五
言
十
二
句
）

▽
拗
句

(
3
.
5
.
6
.
7
.
9
.
1
0
.
1
1
)
失
対

(
5
.
6
/
1
1
.

12)
失
粘

(
4
.
5
/
8
.
9
/
1
0
.
1
1
)
換
韻

(
1
S
4
/

5
S
1
2
)
 

▼
平
頭

(
1
.
2
/
5
.
6
/
1
1
.
1
2
)
上
尾

(
9
.
1
0
)
蜂
腰

(
8
)
 

晩
唐
の
詩
僧
、
禅
月
大
師
貫
休
は
唐
代
詩
人
の
内
で
最
も
多
い

九
首
の
斉
梁
体
詩
を
遺
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
四
部
叢
刊

本
『
祠
月
集
』
（
江
夏
徐
氏
蔵
景
宋
写
本
）
の
巻
二
及
び
巻
三
に
「
古

風
雑
言
」
と
分
類
さ
れ
収
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
煩
雑
を
避

け
る
た
め
、
詩
の
挙
例
は
各
連
作
の
第
一
首
目
に
と
ど
め
、
そ
の

他
は
韻
律
調
査
の
結
果
の
み
を
詩
題
の
下
に
記
し
た
。

貫
休
の
斉
梁
体
詩
は
、
そ
の
性
格
を
帰
納
し
て
捉
え
る
の
が
い

さ
さ
か
困
難
で
あ
る
。
格
律
面
か
ら
見
る
と
、
換
韻
や
通
押
を
す

る
も
の
が
四
首
あ
り
、
際
だ
っ
た
特
徴
と
い
え
る
が
、
か
よ
う
な

押
韻
法
は
も
は
や
古
体
詩
と
区
別
が
な
い
。
ま
た
、
平
仄
律
に
基

づ
い
て
分
析
し
た
時
、
「
聞
居
擬
齊
梁
」
第
一
首
は
八
句
全
て
が
拗

句
で
構
成
さ
れ
、
対
法
・
粘
法
も
全
く
無
視
さ
れ
て
い
る
な
ど
古
体

詩
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
「
擬
齊
梁
酬
所
知
見
贈
」
第
一

首
の
よ
う
に
、
韻
律
上
近
体
詩
に
ほ
ぼ
近
い
構
成
を
持
つ
も
の
も

存
在
す
る
。
四
声
律
に
つ
い
て
は
、
各
詩
と
も
総
じ
て
特
別
の
配

慮
を
施
し
た
形
跡
は
な
い
。
別
集
十
五
巻
の
う
ち
五
巻
ま
で
を
「
古

風
雑
言
」
詩
（
他
に
「
古
柴
府
雑
言
」
一
巻
が
あ
る
）
が
占
め
る
ほ
ど

で
あ
る
の
に
、
そ
の
中
で
取
り
分
け
て
「
斉
梁
体
」
と
名
付
け
て

作
詩
す
る
所
以
は
、
格
律
よ
り
む
し
ろ
そ
の
表
現
内
容
に
あ
る
の

か
も
知
れ
な
い
が
、
表
現
面
で
そ
れ
を
明
確
に
見
出
す
ま
で
に
は

至
ら
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
貫
休
に
お
け
る
斉
梁
体
詩
は
、
鈴

木
氏
と
同
様
、
格
律
上
近
体
詩
で
は
な
い
詩
と
位
置
づ
け
る
よ
り

仕
方
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
時
代
の
斉
梁
体
・
斉
梁
格
詩
は
結
局
ど
の
よ
う
な
詩

で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
鈴
木
論
文
は
以
下
の
よ
う
に

言
う
。

終
わ
り
に
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「
格
律
」
と
し
て
の
「
斉
梁
格
」
「
斉
梁
体
」
は
、
自
覚
的
に

一
部
の
句
に
お
い
て
律
詩
の
律
を
は
ず
す
と
い
う
と
こ
ろ
に

土
要
な
特
色
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
は
ず
し
か
た
は

各
人
各
様
で
、
「
斉
梁
体
」
の
型
と
も
見
ら
る
べ
き
定
型
は
存

在
し
な
か
っ
た
。
（
四
四
八
頁
）

本
稿
の
実
作
に
対
す
る
考
察
か
ら
、
二
点
に
つ
い
て
こ
の
鈴
木

氏
の
説
明
を
正
し
、
補
う
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
最
初
に
、
「
斉
梁
体
」
、
「
斉
梁
格
」
は
、
単
に
「
格
律
」

と
し
て
の
存
在
に
と
ど
ま
ら
な
い
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
。
氏
が

苓
参
の
斉
梁
体
詩
を
風
格
面
か
ら
斉
梁
体
を
い
う
例
外
的
存
在
と

位
置
づ
け
た
こ
と
の
誤
り
は
、
格
律
上
完
全
な
近
体
詩
で
あ
っ
て

表
現
内
容
か
ら
斉
梁
体
を
も
っ
て
名
付
け
る
温
庭
箆
詩
の
存
在
を

指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
既
に
正
し
た
。
し
か
し
、
さ
ら
に
こ
こ

で
強
調
す
べ
き
は
、
一
見
単
に
格
律
上
近
体
詩
韻
律
を
は
ず
す
こ

と
に
よ
っ
て
の
み
斉
梁
体
を
標
榜
す
る
か
の
よ
う
な
作
品
の
中
に

も
、
同
時
に
そ
の
措
辞
、
表
現
内
容
の
面
か
ら
も
斉
梁
の
風
格
を

志
向
し
て
い
る
も
の
が
多
く
存
在
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

斉
梁
体
詩
を
、
格
律
面
あ
る
い
は
内
容
面
か
ら
一
面
的
に
捉
え
る

見
解
は
、
本
稿
第
一
節
で
挙
げ
た
よ
う
に
既
に
唐
代
よ
り
存
在
し
、

多
く
の
論
者
が
そ
れ
に
囚
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
唐
代
の
実
作

に
即
し
て
検
討
す
る
限
り
、
そ
の
よ
う
な
偏
っ
た
捉
え
方
は
誤
り

で
あ
る
と
い
え
る
。

次
に
、
斉
梁
体
詩
の
格
律
面
の
特
色
と
し
て
鈴
木
氏
の
挙
げ
る
、

「
律
詩
の
律
を
は
ず
す
」
と
い
う
事
に
対
し
て
も
補
足
を
加
え
て

お
く
。
「
律
詩
の
律
」
と
い
う
時
、
氏
が
そ
こ
に
意
図
し
た
の
は
、

平
仄
律
に
基
づ
く
近
体
詩
韻
律
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
格
律
面
か
ら

斉
梁
格
詩
を
分
析
す
る
際
、
ま
ず
目
に
付
く
の
は
平
仄
近
体
律
を

ど
れ
だ
け
、
ど
の
よ
う
に
は
ず
し
て
い
る
か
と
い
う
点
で
あ
り
、

本
稿
に
お
い
て
も
そ
の
点
に
つ
い
て
は
仔
細
に
検
討
を
加
え
た
。

だ
が
実
際
に
は
、
平
仄
律
に
よ
っ
て
の
み
格
律
を
検
討
し
て
い
た

の
で
は
見
過
ご
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
工
夫
を
こ
ら
し
た
作
品
、

即
ち
四
声
律
に
基
づ
く
声
病
を
回
避
す
る
よ
う
構
成
さ
れ
た
斉
梁

体
詩
も
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
一

節
に
挙
げ
た
唐
代
の
詩
論
書
『
詩
格
』
が
夙
に
指
摘
し
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
論
者
は
こ
の
書
の
挙
例
の
意
図
を
汲
み

取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

4

作
詩
の
際
の
志
向
は
格
律
、
内
容
両
面
に
渉
り
、
格
律
に
対
す

る
試
み
も
平
仄
律
の
み
な
ら
ず
四
声
律
に
ま
で
及
ぶ
。
結
局
の
と

こ
ろ
、
唐
代
に
お
け
る
各
詩
人
の
斉
梁
体
・
斉
梁
格
詩
を
一
言
の
も

と
に
定
義
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
だ
。
そ
の
時
代
の
実
作
が
、

定
義
を
拒
否
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
1
)

「
斉
梁
格
・
斉
梁
体
に
つ
い
て
」
（
『
加
賀
博
士
退
官
記
念
中
国
文
史

注
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哲
学
論
集
』
講
談
社
・
一
九
七
九
）
。
以
下
、
「
鈴
木
論
文
」
と
言
う
の

は
全
て
こ
の
論
文
を
指
し
、
鈴
木
氏
の
言
も
特
に
断
り
の
な
い
限
り

全
て
こ
の
論
文
よ
り
引
用
す
る
。

(
2
)
以
下
、
各
詩
人
の
生
卒
年
に
つ
い
て
は
、
周
祖
誤
『
中
国
文
学
家

大
辞
典
唐
五
代
巻
』
（
北
京
中
華
書
局
・
一
九
九
二
）
に
よ
る
。

(
3
)

四
部
叢
刊
本
（
明
嘉
靖
刊
本
）
『
唐
詩
紀
事
』
巻
三
九
で
は
、
「
或

歌
」
の
下
に
「
或
吟
」
二
字
が
あ
る
。

(
4
)
引
書
考
証
、
以
下
に
引
く
本
文
共
に
、
興
膳
宏
訳
注
『
弘
法
大
師

空
海
全
集
第
五
巻
』
（
筑
摩
書
房
・
一
九
八
六
）
に
よ
る
。
な
お
、
こ

の
一
節
に
引
か
れ
る
詩
の
作
者
、
張
謂

(
?
S
七
七
八
？
）
が
王
昌

齢
没
後
も
生
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
自
体
の
偽
託
を
疑
う
余
地
が

あ
る
。
し
か
し
、
『
文
鏡
秘
府
論
』
が
唐
土
よ
り
将
来
し
た
書
物
に
基

づ
い
て
九
世
紀
に
成
っ
た
書
物
で
あ
る
以
上
、
そ
の
作
者
が
王
昌
齢

で
あ
る
か
否
か
は
、
唐
代
に
お
け
る
斉
梁
体
詩
に
対
す
る
認
識
を
探

ろ
う
と
す
る
現
在
の
目
的
か
ら
見
れ
ば
、
大
き
な
問
題
で
は
な
い
。

同
氏
「
王
昌
齢
の
文
学
論
」
（
『
中
国
詩
人
論
岡
村
繁
教
授
退
官
記
念

論
集
』
汲
古
書
院
・
一
九
八
六
）
参
照
。

(
5
)
前
掲
訳
注
書
三
十
六
頁
、
注
一
参
照
。

(
6
)

具
体
的
な
韻
律
調
査
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
後
の
注

(10)

を
見

ら
れ
た
い
。

(
7
)
唐
代
に
お
け
る
斉
梁
体
詩
に
関
す
る
言
説
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に

挙
げ
た
三
例
の
他
、
白
居
易
『
金
鍼
詩
格
』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が

見
ら
れ
る
（
今
、
『
吟
窓
雑
録
』
所
収
の
本
文
に
よ
る
）
。

詩
有
齊
梁
格

四
平
頭
、
謂
四
句
皆
用
平
字
入
。
両
平
頭
、
謂
第
一
句
第
三
句

用
平
字
入
是
也
。

但
し
こ
の
書
物
に
つ
い
て
は
、
船
津
富
彦
氏
（
「
金
針
詩
格
に
つ
い

て
の
疑
い
」
東
洋
文
学
研
究
三
・
一
九
五
五
）
、
羅
根
沢
氏
（
『
晩
唐
五

代
文
学
批
評
史
』
台
湾
商
務
印
書
館
・
一
九
六
九
）
、
岡
田
充
博
氏
（
「
『
詩

魔
』
補
考
」
横
浜
国
大
国
語
研
究
―
一
・
一
九
九
三
）
な
ど
が
全
て
後

世
の
偽
託
で
あ
る
と
す
る
。
本
稿
第
二
節
に
挙
げ
る
白
居
易
自
身
の

斉
梁
体
詩
が
こ
の
『
金
鍼
詩
格
』
の
理
論
に
全
く
合
致
し
て
い
な
い

こ
と
は
、
こ
の
書
物
が
偽
託
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
傍
証
の
ひ
と
つ

と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

(
8
)
本
稿
で
取
り
上
げ
る
五
言
の
斉
梁
体
詩
の
他
に
、
『
全
眉
詩
』
中
に

は
、
「
斉
梁
」
、
「
斉
梁
体
」
と
標
記
さ
れ
る
七
言
詩
が
、
温
庭
箔
・
皮

日
休
・
陸
亀
蒙
に
合
計
五
首
存
在
す
る
。
本
来
五
言
詩
の
詩
体
で
あ
っ

た
斉
梁
体
が
七
言
詩
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
の
は
、
晩
唐
、
七
言
詩
が

斉
言
詩
の
過
半
数
を
占
め
る
ま
で
に
至
っ
た
と
い
う
事
情
が
背
景
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
四
声
律
の
韻
律
調
査
の
基
と
な
る
八
病
説

は
、
五
言
詩
に
基
づ
い
た
理
論
で
あ
り
、
七
言
詩
に
は
適
用
で
き
な

い
部
分
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
七
言
の
斉
梁
体
詩
を

姑
く
検
討
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
。

(
9
)
付
言
す
れ
ば
、
唐
代
に
入
っ
た
後
も
、
詩
人
達
は
こ
の
四
声
律
に
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基
づ
く
六
朝
声
病
説
を
少
な
か
ら
ず
意
識
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が

あ
る
。
拙
稿
①
「
初
唐
期
近
体
詩
に
お
け
る
四
声
・
八
病
説
の
運
用
」

（
集
刊
東
洋
学
八
ニ
・
一
九
九
九
）
及
び
②
「
唐
代
に
お
け
る
韻
律
意

識
に
つ
い
て
」
（
待
兼
山
論
叢
三
二
文
学
篇
・
一
九
九
九
）
参
照
。

(
1
0
)
韻
律
調
査
の
具
体
的
方
法
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
手
法
は

前
掲
拙
稿
①
で
用
い
た
も
の
と
基
本
的
に
同
じ
も
の
で
あ
る
。
各
調

査
項
目
の
資
料
的
根
拠
、
調
査
方
法
に
対
す
る
態
度
の
詳
細
に
つ
い

て
は
こ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
各
調
査
項
目
に
該
当
し
た

箇
所
は
、
丸
括
弧
に
入
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
数
字
に
よ
っ
て
項
目
名
の
後

に
そ
れ
ぞ
れ
表
示
す
る
。
そ
の
際
、
一
句
に
関
わ
る
項
目
に
つ
い
て

は
そ
の
句
番
号
を
、
二
句
に
跨
っ
て
関
係
す
る
項
目
に
つ
い
て
は

「
.
」
で
つ
な
い
だ
ふ
た
つ
の
句
番
号
で
表
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

▽
平
仄
律
に
よ
る
調
査
項
目

．
拗
句

•
平
三
連

一
句
中
の
第
一
節
奏
点
（
第
二
字
）
と
第
二
節
奏
点

（
第
四
字
）
の
平
仄
が
交
換
し
な
い
も
の
。

二
句
―
聯
中
に
お
い
て
、
出
句
・
対
句
の
相
接
す
る

第
一
節
奏
点
ど
う
し
の
平
仄
が
交
換
し
な
い
も
の
。

二
つ
の
聯
が
相
接
す
る
箇
所
に
お
い
て
、
そ
の
第
一

節
奏
点
ど
う
し
の
平
仄
が
同
じ
で
な
い
も
の
。

平
韻
詩
の
押
韻
句
に
お
い
て
、
句
の
下
三
字
が
平
声

で
連
続
す
る
も
の
。

ま
た
、
換
韻
の
場
合
は
、
韻
を
同
じ
く
す
る
範
囲
を
句
番
号
で
示

失
粘
失
対

し
、
通
押
の
場
合
も
そ
の
旨
を
表
示
す
る
。

▼
四
声
律
に
よ
る
調
査
項
目

•
平
頭
五
言
句
一
聯
中
、
第
一
字
と
第
六
字
、
ま
た
は
第
一

字
と
第
七
字
に
同
じ
声
調
の
文
字
を
配
す
る
も
の
。

但
し
、
平
声
同
声
に
よ
っ
て
一
聯
中
の
第
一
字
と
第

六
字
が
平
頭
に
な
っ
た
も
の
は
除
外
す
る
。

一
聯
中
、
第
五
字
と
第
十
字
に
同
じ
声
調
の
文
字
を

配
す
る
も
の
。
但
し
出
句
が
入
韻
す
る
場
合
は
こ
れ

を
除
外
す
る
。

一
句
中
で
、
第
二
字
と
第
五
字
に
同
じ
声
調
の
文
字

を
配
す
る
も
の
。
但
し
、
平
声
同
声
に
よ
っ
て
こ
れ

を
犯
し
た
も
の
は
除
外
す
る
。

四
句
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
た
隣
り
合
う
二
聯
中
、

押
韻
し
な
い
第
一
句
の
句
末
字
と
第
三
句
の
句
末
字

（
第
五
字
と
第
十
五
字
）
に
同
じ
声
調
の
文
字
を
配

す
る
も
の
。

(
1
1
)
以
下
、
本
稿
中
に
お
い
て
四
声
律
に
よ
る
韻
律
に
つ
い
て
言
及
す

る
時
、
特
に
触
れ
な
い
限
り
、
前
掲
拙
稿
①
の
調
査
結
果
に
基
づ
く

も
の
と
す
る
。

(
1
2
)
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
高
木
正
一
「
六
朝
に
お
け
る
律
詩

の
形
成
」
（
日
本
中
国
学
会
報
四
・
一
九
五
二
）
及
び
高
島
俊
男
「
初

唐
期
に
お
け
る
五
言
律
詩
の
形
成
—
ー
＇
特
に
そ
の
平
仄
配
置
に
つ
い

鶴
膝

蜂
腰

上
尾
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て
|
|
」
（
同
二
五
・
一
九
七
三
）
に
詳
し
い
。

(13)
前
掲
高
木
論
文
参
照
。

(14)
本
稿
で
取
り
扱
う
、
『
全
唐
詩
』
中
で
詩
題
ま
た
は
そ
の
注
に
「
斉

梁
」
と
記
さ
れ
て
い
る
作
品
は
、
現
存
す
る
各
詩
人
の
別
集
で
も
そ

の
標
記
が
確
認
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
以
下
に
挙
げ
る
六
首
と
、

別
に
七
言
八
句
の
一
首
、
計
七
首
の
温
庭
箔
の
作
品
だ
け
は
、
四
部

叢
刊
本
『
温
庭
蒟
詩
集
』
（
述
古
堂
景
宋
写
本
）
等
の
温
庭
箔
別
集
本

文
に
そ
の
標
記
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
鈴
木
氏
は
、

「
『
全
唐
詩
』
に
お
い
て
『
一
作
斉
梁
体
』
と
注
記
し
た
そ
の
テ
キ
ス

ト
が
、
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
、
今
日
で
は
も
は
や
明
か

に
な
し
え
ず
」
（
四
四
五
頁
）
と
述
べ
る
が
、
こ
の
注
記
の
出
拠
は
明

か
で
あ
る
。
後
蜀
の
茸
穀
（
生
卒
年
未
詳
）
が
編
ん
だ
詞
花
集
『
オ

調
集
』
巻
二
に
は
六
十
一
首
の
温
庭
箔
の
作
品
が
採
ら
れ
る
が
、
そ

の
最
後
の
七
首
こ
そ
が
そ
れ
で
あ
り
、
「
邊
箔
曲
」
の
標
題
の
下
に
は

「
此
後
齊
梁
證
七
首
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
（
今
、
四
部
叢
刊
所
収

の
述
古
堂
景
宋
抄
本
に
よ
っ
た
）
。
今
伝
わ
る
温
庭
箔
の
詩
集
は
全
て

北
宋
本
を
祖
と
し
（
萬
曼
『
唐
集
叙
録
』
。
北
京
中
華
書
局
・
一
九
八

O
)
、
『
オ
調
集
』
の
最
も
早
い
刊
本
が
南
宋
ま
で
下
る
（
偲
旋
踪
『
眉

人
選
暦
詩
新
編
』
所
収
『
オ
調
集
』
解
題
。
映
西
人
民
教
育
出
版
社
・

一
九
九
六
）
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
こ
の
「
斉
梁
体
」
と
の
注
記
は
温

庭
箔
自
身
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
『
オ
調
集
』
の
編
者
で
あ
る

茸
穀
が
附
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
仮
に
そ
う
だ

と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
、
温
庭
箔
の
生
き
た
晩
唐
か
ら
そ
う
隔
た
ら

な
い
時
期
の
斉
梁
体
詩
に
対
す
る
認
識
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ

で
検
討
を
加
え
る
価
値
は
充
分
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。

(15)

興
膳
宏
「
従
四
整
八
病
到
四
整
二
元
化
」
（
中
華
文
史
論
叢
四
七

上
海
古
籍
出
版
社
・
一
九
九
一
）
に
よ
れ
ば
、
沈
約
の
五
言
詩
百
十
一

首
中
、
仄
韻
詩
が
四
十
六
首
を
占
め
、
謝
眺
の
五
言
詩
で
も
百
一
首

中
五
十
一
首
が
仄
声
で
押
韻
す
る
と
い
う
。

(16)

こ
の
主
張
は
、
同
氏
「
唐
代
に
お
け
る
擬
魏
晋
南
北
朝
詩
の
風
潮
」

（
日
本
中
国
学
会
報
三
七
•
一
九
八
五
）
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

(17)

「
侠
客
行
」
は
『
柴
府
詩
集
』
巻
六
七
雑
曲
歌
僻
に
、
「
覧
裳
辟
」

は
同
巻
五
六
舞
曲
歌
辟
に
見
え
る
楽
府
題
で
あ
る
。
ま
た
、
同
巻
五

九
琴
曲
歌
辟
に
は
「
胡
茄
曲
」
が
見
え
る
。

(18)
偲
瑕
踪
主
編
『
唐
才
子
偲
校
箋
』
第
三
冊
（
北
京
中
華
書
局
・
一
九

九
O
)
に
収
載
す
る
温
庭
箔
の
事
跡
考
証
（
項
目
執
筆
、
梁
超
然
）

に
よ
れ
ば
、
温
庭
箔
が
初
め
て
応
挙
し
た
の
は
開
成
四
年
の
こ
と
で

あ
る
が
、
彼
に
は
そ
れ
以
前
、
開
成
二
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
も
長

安
で
荘
格
太
子
に
付
き
従
っ
て
い
た
事
実
が
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、

当
然
こ
の
時
期
の
温
庭
箔
は
「
覧
裳
弱
衣
曲
」
の
出
題
さ
れ
た
省
試

に
つ
い
て
も
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
「
斉
梁
体
」
の
注
記
が

彼
自
身
の
も
の
で
な
い
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
参
考

に
と
ど
め
て
お
く
。

C 129) 


